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－
一
七
ア
二

五

7
0、
百
二
十
分
業
滅
液
中
位
ヲ
占
メ
ア
一
七
一
・
一
、
原
櫨
液
ノ
場
合
一
五
二
・
七
－
一
ア
最
小
ナ
リ
キ
。

（
四
）
喰
蘭
子
敷
「
子
」
ノ
推
移
A

「
喰
」
及
ピ
「
菌
」
－
一
於

P

プ
現
A

レ
タ
Y
所
見
ト
並
行
シ
、
其
ノ
総
和
ノ
最
小
ナ
V

A

原
誠
液
ノ
場
合
－
一
ジ
ア
一
一

O
一
・
六
、
百
二
十
分
素
描
液
ノ
場
合
コ
レ
ヨ
リ
稿
々
大
二
シ
ア
ニ
二
六
・

0
．
然
町
二
一
三
十
分
煮
櫨
液
ニ
ア
A

三
二
三
・
五
ニ
シ
ア
規
然
一
頭

地
ヲ
抜
キ
ア
最
大
ナ

y
キ。

（
五
）
更
ニ
血
液
一
立
方
粍
内
ノ
贋
義
喰
細
胞
敷
「
総
喰
」
ノ
推
移
A

原
鴻
液
ノ
場
合
A

注
射
後
三
十
分
目
A

十
五
分
目
ヨ

y
滅
・
少
セ
シ
モ
其

後
究
第
ユ
一
増
加
シ
四
時
間
目
最
大
教
三
連
シ
、
是
レ
ヨ
リ
漸
衣
減
少
セ
シ
モ
八
時
間
目
A

術
ホ
注
射
前
－
一
比
シ
甚
ダ
大
ナ
リ
キ
。
三
十
分
業
減

液
A

注
射
後
十
五
分
目
ニ
於
ア
注
射
前
ヨ
リ
ノ
僅
カ
ニ
減
少
ジ
其
後
増
加
ジ
ア
二
時
間
目
最
大
数
－
一
一
連
シ
、
百
二
十
分
業
椋
液
A

菌
液
注
入
後
二

時
間
目
迄
漸
次
増
加
ジ
ア
二
時
間
目
最
大
数
－
二
連
シ
、
二
時
間
目
以
後
三
ニ
十
分
及
ピ
百
二
十
分
業
漏
液
共
－
一
次
第
－
一
減
少
ジ
八
時
間
目
－
二

注
射
前
ト
殆
ン
ド
大
差
ナ
キ
ニ
至

v
p
。
ソ
ノ
総
和
及
ピ
増
減
比
率
総
和
A

三
十
分
煮
漉
液
注
射
ノ
場
合
最
小
、
原
鴻
液
ノ
場
合
最
大
－
一
ジ
テ

百
二
十
分
業
癒
液
A

宜
（
ノ
中
間
二
位
セ
リ
ノ
。

（
六
）
中
性
多
型
核
白
血
球
ヲ
観
察
ス

Y

ニ
菌
液
注
入
後
其
ノ
折
敷
総
和
A

大
ナ
Y
差
ヲ
以
ア
原
鴻
液
ノ
場
合
最
大
－
一
シ
ア
、
三
十
分
及
ピ

百
二
十
分
美
穂
液
A

僅
少
ノ
差
ヲ
以
ア
三
十
分
業
漏
液
最
小
ナ
η
ノ
キ
、
然
Y

－
一
原
鴻
波
注
射
ノ
場
合
A

却
ア
喰
菌
子
数
最
小
、
百
二
十
分
業
癒

液
ノ
場
合
之
レ
ヨ

y
大
、
三
十
分
業
鴻
液
ノ
場
合
最
大
ナ

y
キ。

（
七
）
第
五
乃
至
第
七
闘
ヲ
遁
ジ
ア
明
白
ニ
立
謹
セ
ラ
レ
タ
Y
所
見
大
原
瀦
液
－
一
ア
A

菌
液
注
入
後
三
十
分
目
ニ
陰
性
期
（
王
宮
江
戸
♂

2
2v）

頴
著
ナ
レ
ド
モ
、
三
十
分
及
ピ
百
二
十
分
業
瀦
液
－
一
ア
A

全
然
之

ν
ヲ
見
ず
Y
ノ
勃
ナ
η
ノ
ト
ス
。

第
六
血
管

r『

原

箸
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瀬
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式
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第
六
容

F「
隠

善、4

成

語目

目

、

所

見

綿

括

質
験
第
一
及
ピ
第
一
一
ノ
成
績
ヲ
綿
括
ジ
ア
第
七
表
ヲ
件
、

レ
ヲ
闘
示
ジ
テ
’
第
九
圃
及
ピ
第
十
圃
ヲ
得
タ
’

9
3
之
レ
貰
験
ノ

綿
括
ユ
シ
－
Y
是
＝
一
蹴

2
7究
ノ
諸
項
ヲ
認
識
シ
得
ペ
ジ
。

第

七

表

各注射材料一一ヨル喰筒作用総括

~：百 煮三 原 煮百 ’It三 原 主l
議一 機十 I慮 減干 鴻十 1怠 射

ート
料材液分 液分 液分 液

,-.,_it 
0 Cコ Eコ 事J盆射、

一」2、一一一__s;;、乙ー ヨ王、Cコ ヨヨL 三三

5』.！I 7~.5 . 48.9 56.1 75.8 47.7 喰

171.1 251.0 152.7 IG4.4 菌

226.0 32:L5 201.6 242.8 335.5 212.1 子

一一 数白焚
区ヨ z、ノ＂＇、華 z・て主院ヨ三

ープ；：＿、ミ〈三亡cーz正コーコ
ト血プ三三昆

主喜望容重
ノ三三ミC三コ弓 ノプ、、ミノ己ノ、コuI c区コE、5ープtーてコ 一r三a、Sノ.，.、？.＿＿~、＇s;ノ区九2._ 

4.99 8.091 4.40 4.13 

第 第｜第 第 第 .m 原
ム，、 五問 一
表 表 ｜表 表 表 ｜夫 表

脅
白
血
球
総
数
ト
ハ
六
回
検
査
ユ
テ
得
9
ル
血
中
一
立
方
粍
内
白
血
球
数

ノ
線
利
ナ

p
。

比
率
ト
ハ
注
射
的
白
血
球
数
ヲ
基
準
ト
セ
ル
白
胤
球
増
減
措
中
／
六
回
検

査
＝
於
ケ
ル
総
和
ナ
日
。

士:r

各種抗原液注射最ト日食前子

数トノ関係（第七表参照）

第九園各種抗原波注射量ト喰背i率

トノ関係（第七表参照）
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（
一
）
何
レ
ノ
注
射
材
料
ノ
場
合
－
一
ア
モ
、
注
射
量

7
0
・
五
托
ヨ

9
7
0耗
－
一
増
量
セ

Y

ニ
逆
行
ジ
ア
喰
菌
子
敷
で
減
少
セ

y
。

（
二
）
血
液
一
立
方
粍
内
庚
義
喰
細
胞
敷
「
総
喰
」
ノ
総
和
A

何

ν
ノ
注
射
材
料
ノ
場
合
－
一
－
プ
モ

0
・
玉
括
ノ
時
ヨ
η
ノ毛

7
0托
ノ
時
A

略
々

同
程
度
－
一
減
少
セ
ジ
ガ
、
ソ
ノ
増
減
比
率
総
和
A

注
射
量
ト
蓮
行
シ
ア
増
大
セ
リ
ノ
。

会
一
）
喰
蘭
率
A

原
瀦
液
及
ピ
三
十
分
業
鴻
液
注
射
ノ
場
合
A

注
射
量
－
一
一
連
行
ジ
ア
増
大
セ
シ
ガ
、
百
二
十
分
業
滅
液
－
一
ア
A

0

・
五
及
ピ

7

0
托
注
射
時
共
ニ
殆
ン
ド
移
動
ナ
カ

y
キ
。
然
ジ
ア
三
十
分
業
憾
液
注
射
f

場
合
A

葉
ノ
増
大
教
原
漏
液
注
射
ノ
場
合
ヨ

y
モ
大
ナ
リ
キ
。

（
四
）
血
液
一
立
方
粍
内
庚
義
喰
細
胞
数
「
線
喰
」
ノ
総
和
A

注
射
量
ガ

0
・
五
路
一
一
ア
モ
一
・

O
路
－
一
ア
モ
原
漏
液
注
射
ノ
場
合
A

業
減
液
注

射
ノ
場
合
ヨ
リ
モ
大
ナ
リ
ノ
キ
、
且
ッ
増
減
比
率
線
和
モ
原
鴻
液
ノ
場
合
最
大
ナ
η
ノ
キ
、
卸
チ
原
櫨
液
注
射
ノ
場
合
A

喰
細
胞
数
ノ
出
動
強
大
ナ

y
キ
。
業
滅
液
－
一
－
プ
A

何
レ
ノ
注
射
量
－
一
ア
モ
百
二
十
分
業
漉
液
ノ
場
合
原
櫨
液
－
一
究
ギ
三
十
分
柔
減
液
－
一
－
7

A

最
小
ナ
リ
キ
。

、
、
．
、
．
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

（
五
）
喰
菌
子
敷
「
子
」
及
ピ
喰
菌
宰
A

何
レ
ノ
場
合
－
一
ア
モ
原
鴻
液
－
一
ア
A

最
小
－
一
シ
ア
業
漏
液
ヲ
以
ア
ノ
成
績
ア
凌
駕
ス

Y

コ
ト
能
山
、
ス

殊
－
一
三
十
分
業
鴻
液
A

他
ノ
何
レ
ヨ

y
モ
一
課
然
L
F

’
シ
ア
最
優
秀
ノ
所
見
ヲ
呈
シ
タ

y
。

玉
、
原
濡
液
、
三
十
分
費
濡
液
及
ビ
百
二
十
分
費
清
海
ノ
毒
カ
判
定

原
・
業
雨
櫨
液
注
射
後
ノ
血
液
車
位
容
積
内
白
血
球
数
ノ
増
減
A

注
射
液
ノ
毒
力
ト
密
接
ナ
Y
関
係
ア
有
ス

Y

モ
ノ
ニ
シ
ア
、
毒
力
大
ナ
Y

注
射
液
A

一
定
範
圏
内
－
一
於
ア
ハ
毒
力
小
ナ
Y

モ
ノ
ヨ

9
白
血
球
過
多
ヲ
惹
起
ス

Y

コ
ト
強
大
－
一
ジ
ア
、
若
シ
毒
力
過
大
－
一
失
ス

Y
時
A

却－プ

白
血
球
過
小
ヲ
来
ス
モ
ノ
ナ

y
。

前
二
賓
験
－
一
一
於
ケ

Y
血
液
車
位
容
積
内
康
義
喰
細
胞
数
「
綿
喰
L
A
原
・
柔
雨
瀦
液
ノ
毒
カ
ヲ
標
徴
え

Y

モ
ノ
ナ
レ
ド
モ
、
原
・
業
雨
浦
被
－
一
比

uv
造
カ
ニ
大
ナ
Y
毒
カ
ヲ
有
ス
と
悶
液
ノ
一
定
量
ァ
注
入
ス

Y
時
A

、
鴻
液
ノ
ミ
－
一
由
Y
毒
力
ノ
相
違
ガ
最
早
充
分
－
一
表
現
セ
ラ
レ
ヌ
、
異
－
一

毒
力
ノ
判
定
A

ナ
ジ
難
キ
事
A

肱
ニ
諸
皐
者
－
一
ヨ
リ
ノ
度
々
論
遁
セ
ラ
レ
ジ
所
ナ

7
0
故
申
一
余
A

原
・
業
雨
滅
液
ヲ
取
リ
ア
夫
レ
ノ
ミ
ヲ
海
府
匹
、
腹

腔
内
－
一
注
射
シ
ア
、

y
ノ
後
二
於
ケ
w
y

血
液
一
立
方
粍
内
白
血
球
数
ノ
増
減
ァ
精
査
シ
毒
力
ノ
強
弱
ノ
判
定
－
一
資
シ
タ

y
。

所
見
ハ
第
八
表
、
第
十
一
闘
及
ピ
第
十
二
闘
ェ
掲
グ
ラ
レ
タ
リ
ノ
。
但
U
J

コ
A

各
群
海
狼
三
頭
宛
ノ
平
均
債
ナ
9
0

第
六
巻

F『

原

著
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康
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二
八
五

（
第
或
時
制

一
五
〉



第
六
谷
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原
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第

八

表

原鴻波、三十分設秘液及ビ百二十分煮柚仙波ノ海領、腹腔内

注射前後ユ於ケル耐液一立方粍内白血球数ノ推移

（各三頭分平均〉

煮百 l投三 i 原 I！，刊行 煮三 Jri. 泊：

担置平 総十 ；秘 ｜｜ 松子 i忠十 担任 高す

液分 I1夜分 液 I!ifりよ 液分 液
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ト
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A
1
胤
液
車
位
森
積
内
白
血
球
数
ノ
推
移
ヲ
観
察
ス

y

＝
0
・
五
耗
注
射
ノ
場

合
A

何
レ
ノ
注
射
被
ニ
ア
モ
白
血
球
過
多
ヲ
惹
起
シ
其
ノ
程
度
川
原
滅
液
最
毛

強
大
－
一
シ
ア
、
業
滅
液
ノ
中
－
て
プ
A

．h
二
十
分
業
漏
液
ノ
方
ガ
三
十
分
業
協
液

ヲ
以
－
プ
セ
グ
’
ヨ
y
モ
梢
々
大
ナ

y
キ
。
原
油
液
及
ピ
三
十
分
実
施
液
－
一
－
プ
A

注

射
後
三
十
分
目
A

十
五
分
目
ヨ
リ
モ
少
シ
ク
減
少
シ
二
時
間
目
最
大

一一
U
V
4
7

．

百
二
十
分
費
脇
被
A

初
メ
ヨ

y
漸
衣
増
加
シ
二
時
間
目
ι
最
大
ト
ナ

v
y
o

二
八
六

〈
第
武
晴
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一
六
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減
十

l
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7
0括
注
射
ノ
場
合
A

原
瀦
液
ニ
ア
A

注
射
後
三
十
分
自
迄
白
血
球
過
少
ヲ
来
シ
、
一
時
間
目
－
一
至
リ
ア
漸
ク
白
血
球
遁
多
ヲ
惹
起
セ
シ

モ
業
ノ
度
微
弱
ナ

y
シ
－
一
、
二
時
間
目
－
一
急
激
－
一
甚
大
ナ
Y
白
胤
球
過
多
一
一
移
行
シ
其
ノ
後
八
時
間
目
迄
ソ
ノ
程
度
他
－
一
比
ジ
最
大
ナ

y
キ。

三
十
分
業
鴻
液
ニ
－
プ
A

十
五
分
自
白
血
球
過
少
ア
来
セ
シ
モ
三
十
分
目
ヨ
リ
白
血
球
過
多
ヲ
来
ジ
、
百
二
十
分
業
櫨
液
ニ
ア
A

十
五
分
目
ヨ
リ

白
血
球
過
多
ヲ
来
シ
其
ノ
程
度
三
十
分
業
滅
液
－
一
於
ケ
Y
ト
略
々
同
一
ナ
リ
キ
。

以
上
ノ
所
見
二
二
十
分
及
ピ
百
二
十
分
業
穂
波
ュ
比
シ
ア
原
滅
液
ノ
方
ガ
毒
力
甚
ダ
如
、
大
ナ
Y
7
明
示
セ
グ
一
モ
ノ
ナ
リ
。

六
、
考

金
賞
験
ア
通
覧
ス
U
N

ニ
一
膿
胸
患
者
ノ
グ
ア
ム
陽
性
隻
球
蘭
性
膿
ヨ
リ
作
－
プ
レ
タ

Y
原
滅
液
A

喰
菌
子
教
及
ピ
喰
蘭
率
共
－
一
煮
漉
液
－
一
比
ジ

最
小
ナ
リ
キ
ω

然
毛
此
ノ
際
血
液
草
位
容
積
内
庚
義
喰
細
胞
敷
ノ
増
加
率
丹
生
滅
液
最
大
ナ
ソ
キ
。
他
面
一
一
於
ア
原
鴻
液
ノ
毒
力
A

最
大
、
三

十
分
養
浦
液
ノ
毒
力
A

原
諸
液
ニ
比
ジ
小
ナ
リ
キ
。
コ
レ
ヲ
要
ス

Y

三
二
十
分
業
椋
液
A

原
浦
液
－
一
比
シ
一
面
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年長4く善事 【l!f 柳】 器量 持軍 I l長O （総~室長 1¥0) 

mit libriniisじnFetzen konstatiert. 

Im Eiter Gram-positive Diplokokken nachgewie叫 n. DじrEiter wurdc am I r Ta~じ nach Krankhじit均 じr,;inndiesem 

entlccrt uncl scharf zentrifugiert, um das so gewonnene i公tじ1・行じrum auf den Gehalt des Impcdin只 zu untc1冶uchen. Zu 

z，司reckewurde das Eitersぜrumzun江chstin einem bei roo。C sicdcnclcn ¥Yas必 rbade5 lVIinuten lang crhitzt, wobei durch 

hohe Temperatur gerinnbarc Eim~isskLirpe r nieclじrschlagcn. Das auf diese ¥ ¥" ci,;c gekochte Eiterserum ,,・ircl scharf 

zentrifugiert, um das Zentrifugat, in dem das Im1〕αlinnachgcwic印 nwerclen so 1 l, zur U ntersuclrnng hcranzuziehen. 

Das Zentrifugat 11・ird mit soviel physiologischer Kochsalzlosung, die 5 proz. Karbol<1ure enth:ilt, Yer山 tzt,bis der 

G亡haltder Karbols:1ire der zu untersuchenden Fliissigkeit 0,5 Prozcnt crrcicht hat. 

Das so verdiinnte 5 Minuten lang bei 100°C gekochte Eitersじrum ＼九rirddann <lurch eine Kじ1・Zじ get1冗bcn,¥¥・odur℃l l 

ei悶 goldfarbigeklare Iずli:is己igl司 it(Filtrat) hergestellt wir仁l Das Filtrat ¥V 

Minuten in einem bei roo。C siedenden ¥Vasserbade crhitzt. Somit stellten wir 3 Tcstmatcrialicn vom Eiterserum her: 

1) Orig, 2) F. K. 301 und 3) F K. no', 11’obei die beidcn letzteren gegclllinerι：！em Orig-inalen ganz wenig getrtibt 
aussahen. 

Zur l'rufung der Phagozytose zogen wir eine Aufschwじmmung (0,0028 ccm En℃gじrauf I ,o ccm Medium) von bei 

6o°C abgetOtetem und 2 Mal rnit 0,85 proz. l¥aCl-Lけsunggewaschenem Staphylococcus p:rogじnes aureus hcran. Die 

Methode zur l'rlifung der Phagozvtose weicht in nichts von der crstcn Angabe von H. Suguro ab. Die Ergebnissc 
der Versuchc sine! in folgender T且bellezusammengestellt: 

Die Art und Dosis des die 
Phagozytose beeinAu:;:;enden 

Antigens ( i・e.cl.es E1terseru111s) 

On~. 
jt 

F. lミ 30’
0,5 ccm 

F. IC xzo’ 

I'ha!;ozytat 

212,I 

335,5 

242.8 

51300 

43840 

48480 

!'hagozyto語en
koe而zient

4,13 

7,66 

5,00 
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Zusammenfassung. 

I) Wir konnten im Se1wn des von einem 4”jぬrigen an akuten Pyothorax leiclenden M込dchenstammじnden

Eiters, dcr gewisse G1’am-positive Diplokokken enthielt, die die Phag-ozytose cler Staphylokol北enim zirkulierenden 

Hlute hemmende Eiσenschaft nachweisen. 
b 

2) Die die Phagozytose lコehi1 en e Eigcnsch乱ftdes Eiterserurn予占 ho口ntじ durch 5 Minuten lange Erhitzung bei 

100°C nicht inaktiviert werclen. 

3) Durch die weitere 30 Minutcn wahrende Abkochung des Eiterserums in eiuem bci 100°C sieιIendeη＼＼＇a,;ser-

bade konnte erst die die Phagozytosen hemmende Eigenschaft rnerklich aufgehoben werc.lcn, inclem dcr Phagozytosen-

Koe伍zientbeim Originalen, also 5 Minnten lang bei 100。C erhitztem 五1terscrum4・13bzw 4・40and der beim F. K. 

30'. also beim des weiteren 30 Minuten lang bei 100°C erhitzten, 7.66 bzw. 8.09 betrug. 

4) Eitとrserun

Originalen (d. h. 5 Minute 

5) Somit wurde zum ersten Mal bewiesen，仁la巧S die Impcdinerscheinung der Ph:ig07..yto日 nichtnur bei ]{einkultu-

ren, sondern auch bei den von Patienten stammendcn Eitcrn nachweisbar ist. 

6) Ist das Impedin in den durch Mikrobeninfektion entstandenen Eitern じ川halten, so folgt cl<山山， da明山小川h

die normalen Widerst知 deder Patienten gegen allc pathogenen Mikroben stark hcrabgesetl:t werclじn und deshalb cler 

Eiter moglichst fn'ihzeitig entleert werclen rnuss(Autoreferat). 

事長 1＜~ 【峰神】 祖臣 獲 11 iミi （撚~霊長 I¥ I ) 


